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＜全体分析＞ 試験時間 ９０ 分 

解答形式 

選択式（地名等の選択，統計判定），記述式，論述式 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

大問５題。選択式・記述式の解答個数は34で，昨年（35）とほぼ同じである。一方，論述式では，字数指

定のあるものが14問（昨年は 13問），総字数 510字（昨年は 450字）とやや増加，字数指定のないものは

5 問で昨年（1 問）に比べ増加した。この結果，論述式全体の総字数は 600 字程度となり，昨年に比べ 100

字以上増加した。よって問題分量は昨年に比べ増加した。なお，大問ごとにみると，字数指定問題がⅠは 3

問（120字），Ⅱは2問（100字），Ⅲは5問（200字），Ⅳはなし，Ⅴは2問(90字)で，1問当たり字数は，

20字が 2問，30字が 6問，40字が 2問，50字が 3問，60字が 1問だった。字数指定のないものは，Ⅳで

2問，Ⅴで 3問出題され，うち 1問は解答欄が 2行である。難易度は，論述式問題や地形図の読図問題に難

問が多く，昨年に比べ難化した。 

出題の特徴や昨年との変更点 

 大問 5 題（2018 年までは 4 題）。大問数が増えた 2019 年以降は，より広い範囲から網羅的に出題する傾

向が強まった。2023年度の大問構成では，Ⅰ・Ⅱが自然環境を重視した地誌，Ⅲが産業，Ⅳが民族，Ⅴが地

形図で，読図問題は，2015年以降，大問として出題されることが定着している。問題量では，論述量が200

字あるⅢと選択・記述が多いⅣのように大問間の差が大きい。例年，図表の読み取り問題が多く，本年度も

すべての大問で地図とグラフが使用されたが，統計データの判定を求めたのはⅢのみである。 

その他トピックス 

 特になし 

＜大問分析＞ 

番号 出題形式 出題分野･テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

Ⅰ 選択式 

記述式 

論述式 

自然と産業 北ヨーロッパ。地図。記述式は主に自然環境。論述式

は，⑵フィヨルドと比較したエスチュアリーの成因

（60 字），⑶デンマークの風力発電の自然条件（30

字），⑷スウェーデンの鉄鉱が冬季ノルウェー側から

輸出される理由（30字）。 

標準 

Ⅱ 記述式 

論述式 

地誌 南アメリカ。地図・リード文。記述式は自然・産品・

経済構造。論述式は，⑵高山とセルバの植生と生業

（40字×2），⑶アマゾン開発を促したブラジルの都市

問題（20字）。 

標準 

Ⅲ 選択式 

記述式 

論述式 

商業・サービス業

と消費者行動 

グラフ。選択・記述式は三角グラフの国名判定と商業

施設名。論述式は，⑵中国の消費者の支払い方法（20

字），⑶インドの消費者行動の変化（50 字），⑷アメ

リカ合衆国のショッピングセンターの立地・特徴（30

字），⑸取り扱う商品の違いによる日本の商店街の類

型（50字），⑹日本の地方都市における百貨店閉店の

理由（50字）。⑶は設問の想定する状況がわかりにく

いので解答のポイントを決めがたい。 

難 

Ⅳ 記述式 

論述式 

民族問題 西アジア。地図・リード文。選択式は地図から国を選

ぶ。記述式はリード文の地名，地図の宗教名と民族名。

論述式は，⑷クルド人居住地域の地形（無指定），独

立国家をもたない理由（無指定）だが，2問とも解答

欄が狭く，言葉の絞り込みに苦労する。 

やや易 
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Ⅴ 選択式 

記述式 

論述式 

地形図読図 球磨川河口（熊本県八代市）の1/5万地形図，八代中

心市街地の1/2.5万地形図（旧図・新図）。記述式は，

三角州，城下町など。論述式は⑴干潟が土地造成に適

していた理由（30字），⑵干拓の方法（30字），⑶市

街地周縁の工業団地の立地条件（無指定），工場を巡

る輸送環境の変化（30字），⑷城下町市街地の現在の

土地利用（無指定），⑸臨海部工業団地の立地条件（無

指定）。⑷は解答欄が 2行分だが，出題の意図を特定

しにくい。 

やや難 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

教科書を利用した基本知識（地名や用語）の蓄積は当然だが，論述式への対応として，基本的

な地理用語の語義，自然や人文現象の地域的な違いとその理由・背景などについて，簡潔に（20

字～80 字程度）ポイントを絞って書く練習を繰り返すことが必要である。また，地形図や統計図

表の読み取りなど地理的技能や思考力を試す出題が多く，難問もあるので，日頃から図表の読解力

を高めるよう心がけたい。特に地形図の読図問題は，毎年必ず出題されるようになっているので，

早い時期から読図練習に取組むことが必要である。これらについては，過去問を研究して確かめて

おこう。 

 


